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高等教育研究開発推進センター

平成１５年４月高等教育における教授システムの実

践的研究をおこなう組織として発足
高等教育教授システム研究開発部門

全学共通教育カリキュラム企画開発部

情報メディア教育開発部門

情報メディア技術を活用した全学向け科学リテラシー教育のカリキュ
ラム開発・支援・評価とＦＤ活動などを担当

教育は相互信頼が要（なりたい自分像と育成目標とが一致）
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京都大学の基本理念

京都大学は､創立以来築いてきた自由の学風を継承し､
発展させつつ､多元的な課題の解決に挑戦し､地球社
会の調和ある共存に貢献するため､自由と調和を基礎
に､ここに基本理念を定める｡

教育
京都大学は､多様かつ調和のとれた教育体系のも
と､対話を根幹として自学自習を促し､卓越した知
の継承と創造的精神の涵養につとめる｡
京都大学は､教養が豊かで人間性が高く責任を重
んじ､地球社会の調和ある共存に寄与する､優れた
研究者と高度の専門能力をもつ人材を育成する｡
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企業の「求める人材像」調査2007
 http://www.meti.go.jp/press/20070312001/jinzaizoutyousa.p-r.pdf

社会人基礎力
前に踏み出す力（主体性・働きかけ力・実行力）

考え抜く力（課題発見力・計画力・創造力）

チームで働く力（発信力・傾聴力・柔軟性等）

若手社員に不足が見られる能力要素としては、企業
 規模に関わらず、主体性・課題発見力・創造力が
 指摘されている
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京大における全学共通情報教育
 

京都大学共通教育通信Vol.5

情報フルエンシー準拠
技能・概念・活用能力

京大自由学風の考慮
京大理念

文理融合的な側面を考慮
理系向き教育という先入観の
打破
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情報フルエンシー  Being Fluent with Information Technology, The Academy Press, 1999

米国科学財団（NSF:National Science Foundation）の
要求を受けて、米国学術研究会議 (NRC: National 
Research Council) のコンピュータ科学電気通信委員
会 (CSTB: Computer Science and Telecommunications 
Board) が、1997年8月情報リテラシーに関する調
査研究を開始
“フルエンシー”は、情報を収集・分析することに加
えて、情報を創る能力を暗示

Information Technology Skills （技能）
Information Technology Concepts（概念）
Intellectual Capabilities （活用能力）
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E ngage  in  susta in ed  reason ing.

M anage  com plex ity

T est a  solu tion

M anage  p rob lem s in  fau lty solu tions .
O rgan ize  and  naviga te  in form ation  s tructu res  
and  eva lu a te  in form ation .
C ollabora te .

C om m un ica te  to oth er aud iences.
E xp ect the  u nexp ected .
A n ticip a te  chan gin g tech nologies .
T h ink  abou t in form ation  techn ology 
abs tractly.
C om p ute rs ○
In form ation  sys tem s ○
N etw orks ○
D igita l rep resen ta tion  of in form ation ○ ○
In form ation  organ iza tion ○
M odeling and  abs traction ○
A lgorithm ic th ink ing and  p rogram m ing ○
U niversa lity ○
Lim ita tion s of in form ation  techn ology ○
S ocie ta l im p act of in form ation  an d  
in form ation  tech nology ○ ○ ○ ○

S ettin g up  a  p ersona l com pute r ○
U sing bas ic op era tin g system  fea tu res ○
U sing a  w ord  p rocessor to crea te  a  tex t 
docum en t ○

U sing a  graph ics  and /or a rtw ork  package  to 
crea te  i llu stra tions , s lides , or  oth er im age-
based  exp ress ion s of ideas

○ ○

C onnecting a  com pute r to a  n e tw ork ○ ○
U sing th e  In te rn e t to find  in form ation  and  
resou rces ○ ○
U sing a  com pute r to com m un ica te  w ith  
others ○ ○
U sing a  sp readsh ee t to m od e l s im p le  
p rocesses  or fin an cia l tab les ○

U sing a  da tabase  system  to se t up  and  access  
u se fu l in form ation ○

U sing in structiona l m ate ria ls  to lea rn  how  to 
use  new  app lica tions  or fea tu res ○ ○
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「情報活用能力」は，「生きる力」の重要な要素
 情報教育の実践と学校の情報化

 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/020706c.pdf

生きる力
いかに社会が変化しようと，自分で課題を見つけ，
自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，
よりよく問題を解決する資質や能力

自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思
いやる心や感動する心など，豊かな人間性

たくましく生きるための健康や体力

京大流情報教育：“研究する力”

どう教えるか？
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教えない情報教育：自主研究ゼミナール
 Research Based Learning (RBL)

学生が自由なテーマで研究を行い，
 その成果を論文にまとめ，研究発

 表を行うことを通して、研究遂行
 に必要な情報活用能力を習得する

宇宙ステーションでの遺伝子組み換え実験施設の提案
社会性の発達による想像力の変化についての考察
和歌の虹
壁面緑化の効用と京都大学キャンパス内におけるその可能性
本離れ ～現代日本人の読書実態について～
「情報整理法」と「論理的思考法の構築」
公立図書館における子どもへのストーリーテリングをめぐって
光触媒を用いた太陽光発電による環境負荷の軽減とその評価

テーマの具体例
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情報活用能力の主体的習得

Word（情報表現）
→研究計画書・研究論文

Excel（情報収集・分析）
→統計分析・表計算

PowerPoint（情報表現）
→中間報告・最終発表



情報学研究科公開講座

授業のテーマと目的

文系・理系を問わずあらゆる分野において研究を遂
行するために必要とされる情報活用能力について体
験的に学習させる

学生が興味を持つ研究分野
全学の研究において共通している情報活用能力の習得

表計算ソフトを使った情報分析
可視化技術を使った情報表現
シミュレーション技術を使った情報創造
論文発表による情報発信
大型表示装置を使った研究発表

自分探し
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授業計画と内容：情報収集

Webを使った仮想研究室訪問
京都大学ホームページを閲覧する

お気に入りの研究室ホームページを探す

研究室ホームページで公開された論文を読む

論文の体裁を理解する

感想や疑問点を電子メールに表現する

他人からコメントをもらう
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授業計画と内容：情報整理

アンケート調査の実施
現象の因果関係を説明する仮説を考える

質問票を作成する

アンケート調査を実施し結果を分析する

アンケート結果を説明する
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授業計画と内容：情報創造

論文執筆

主題を決める。

目標規定文を書く（１５０字程度）

問題、仮説、検証、結論を１文でまとめ、目次を作
成する。

キーセンテンスを書く（=パラグラフ）

サポートセンテンス、リレーションセンテンスで肉
付けする

論文査読
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授業計画と内容：情報表現

口頭発表
プレゼンテーション資料を作成する

ピアレビューを実施する

全体発表会でプレゼンテーションを実施する

論文集作成
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